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自己紹介

小林 庸平（こばやし ようへい）

 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 経
済政策部 主任研究員 兼 行動科学チーム
（MERIT）リーダー。

 一橋大学大学院経済学研究科博士課程修了。
博士（経済学）。

 当社入社後、経済産業省産業構造課課長補佐
や独立行政法人経済産業研究所研究員を経て、
復職。

 専門は、公共経済学、計量経済分析、EBPM
（制度設計および効果測定）、子どもの貧困、
ナッジの政策活用。

 独立行政法人経済産業研究所コンサルティング
フェロー、内閣官房行政改革推進本部事務局
EBPMサポーター、総務省行政評価局アドバイ
ザー等を兼務。
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お話の流れ

①エビデンスに基づく政策形成（EBPM）とはなにか？
 エビデンスとは何か？
 政策の効果検証の考え方

②スマートシティとEBPMの「交差点」
ー相乗効果を生むために何が必要か？－
 効果検証に必要な4つの要素
 EBPMの難しさとスマートシティとの交差点
 スマートシティとEBPMの相乗効果を生むために
必要なこと

③まとめ
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エビデンスに基づく政策形成（EBPM）とはなにか？
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エビデンスとは何か？

（狭義の）エビデンスとは
⇒「事業の因果効果（＝事業によって生み出された真の効果）を表すもの」。

広義のエビデンスとは
⇒「事業課題の現状把握のための情報（ファクトや分析結果）」を含むもの。

「放課後学習支援プログラム」を例にとると、以下のように整理できる。

エビデンス＝政策手段の有効性の根拠

具体例

放課後
学習支援
プログラム

事業課題の
現状把握
のための

ファクト・分析結果

• 子どもの数
• 子どもの学力
• 通塾割合
• 現状の予算

（狭義の）エビデンス＝事業の因果効果を表すもの

アクティビティインプット アウトプット アウトカム
(初期・中間ｱｳﾄｶﾑ)

インパクト
（最終アウトカム）

事業に投じられた
リソース

• 放課後学習支
援プログラムに
要する予算・
人員

事業の
具体的な活動

• 放課後に
学習支援プロ
グラムを提供

活動に基づく
産出物

• 学習支援プロ
グラムへの参加
者数

活動に基づく
成果

• 学力の向上
• 進学率の上昇

最終的に
生じた変化

• 所得の増加
• 社会保障給付
の削減

ファクト＝政策の必要性の根拠
（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「エビデンスで変わる政策形成～イギリスにおける「エビデンスに基づく政策」の

動向、ランダム化比較試験による実証、及び日本への示唆～」（2016）より作成
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なぜエビデンスが重要なのか：途上国支援からの経験

開発政策の例：学校教育期間の延長
子どもたちを学校に通わせるためにはどうすれば良いか

– 教師の確保？ 給食？ 制服？ 奨学金？
 100ドルを使って、学校教育期間を何年延ばせるのかを検証

効果検証

（出所）Esther Duflo, Social Experiments to fight poverty, TED

100ドル分の駆虫薬に
より30年近い延長効果

100ドル分の情報提供により40年分延長効果

⇒同じ目的で実施する施策
であっても費用対効果は
大きく異なる可能性

100ドルで学校教育期間を何年延ばすことができるか？
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しかし施策の効果の測定は簡単ではない

奨学金 進学率

奨学金受給者 奨学金非受給者 差分

進学率 ７０％ ４０％ ３０％

奨学金によって進学率が上昇した？（因果関係？）
（出所）小林庸平（2019）「エビデンスに基づく政策形成の考え方と本書のエッセンス」（エステル・デュフロ、レイチェル・グレナスター、

マイケル・クレーマー著『政策評価のための因果関係の見つけ方』所収）より作成
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たとえば

奨学金 進学率

進学率が上がりそうな子どもに
優先的に奨学金を支給しただけでは？

（逆の因果関係）
（出所）小林（2019）「エビデンスに基づく政策形成の考え方と本書のエッセンス」（前掲書）より作成
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たとえば、その２

奨学金 進学率

親

親が熱心だっただけでは？
（第３の要因）

（出所）小林（2019）「エビデンスに基づく政策形成の考え方と本書のエッセンス」（前掲書）より作成
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施策効果測定の究極の方法 －ランダム化比較試験とは

ランダム化比較試験（RCT）とは
 処置群（介入対象）と対照群（非介入対象）にランダムに振り分けの効果を比較する手法
 取り組み効果の因果関係（エビデンス）を明らかにできる

資料：小林庸平「政策効果分析の潮流とランダム化比較実験を用いたアンケート督促効果の推定」（平成26年10月）

被験者

処置群

対照群

被験者をランダム
に振り分け

処置群のアウトカム
指標を計測

対照群のアウトカム
指標を計測

処置群と対照群の
アウトカム指標の差

政策効果
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出所：Nobel Prize Twitter https://twitter.com/NobelPrize/status/1183681045591445504
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スマートシティとEBPMの「交差点」
ー相乗効果を生むために何が必要か？－
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政策の効果検証に必要な４つの要素

誰に対して

どんな政策を行い

誰と比較して

何に対する効果を

Population

P

Intervention

I

Comparison

C

Outcome

O

現役世代に対して

健康指導を行い

健康指導を受けていない
現役世代と比較して

BMI、医療費

項目 具体例
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効果検証を行う上での難しさ

誰に対して

どんな政策を行い

誰と比較して

何に対する効果を

Population

P

Intervention

I

Comparison

C

Outcome

O

政策を必要としている人を
具体的に特定できない

政策のオペレーションを変更
するのに時間と費用がかかる

非対象者のデータが
収集できていない

アウトカムが測定できていな
いor測定にコストがかかる

項目 難しさ



14 Mitsubishi UFJ Research and Consulting 

効果検証を行う上での難しさ

Population

P

Intervention

I

Comparison

C

Outcome

O

政策を必要としている人を
具体的に特定できない

政策のオペレーションを変更
するのに時間と費用がかかる

非対象者のデータが
収集できていない

アウトカムが測定不可能
or測定にコストがかかる

項目 難しさ スマートシティとの交差点
データ基盤によって、支援を
必要としている人を特定可能。

スピーディな運用改善が可能。
（PDCAサイクルの高速化）

データ基盤によって、
非対象者のデータも把握可能。

アウトカムが自動的に収集可。
効果検証のスピードもアップ。
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スマートシティの実現は、EBPMの実現とイコールか？

それでは、スマートシティが実現すると、
EBPMも実現するのか？

⇒データの量が増えたとしても、
前述の「逆の因果関係」や
「第３の要因」は
そのままでは解決しない。
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スマートシティとEBPMの
相乗効果を生むために必要なこと

1.効果検証をするための条件整備をする
必要がある。
 小さなランダム化を仕込む。
 政策の対象となる基準を明確化する。
 政策実施の事前・事後双方の情報を把握でき
るようにする。

2.政策の非対象者の情報を把握する必要がある。
 出来るだけユニバーサルなデータ基盤を構築
する。
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スマートシティとEBPMの
相乗効果を生むために必要なこと（つづき）

3. PICOを意識した上で、アウトカムを事前に設
定し、把握できるように準備しておく必要が
ある。
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まとめ
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まとめ

 EBPMの考え方は、国内外で政策決定のなかに急速に
取り入れられてきている。

政策効果の検証は簡単ではないため、
「スマートシティの促進＝EBPMの推進」とは
必ずしもならない。

しかし、スマートシティとEBPMを補完的に推進する
ことによって、相乗効果を高めることが可能となる。

 EBPMの視点を加味したスマートシティの推進が期待
される。
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